



















































いると、側近から盲目の人の子である虞舜という人物を勧められた。堯は娥皇・女英と う二人の娘を舜に嫁がせ、舜を後継者にした。舜の父は舜の弟を偏愛し、何度も舜を死地に置いたが、舜はその都度、娥皇と女英に助けられ、危地を脱した。舜が蒼梧で死んだ後 娥皇と女英の涙にぬれた竹が斑 なった。その後、二人は湘江に身を投げ、湘君（湘江 川の神）となったという伝説である
 
娥皇・女英と舜の説話は数多くの文献に載り、清朝の馬驌が編纂した『繹史』有








瑟の蹤に凝る 鳳秦臺を去つて、月吹簫の地に老いたり） 」 いう朗詠があり、 『平家物語』の「娥皇女英」説話に直接引用されて 。
 
『平家物語』における「娥皇女英」説話は諸本により、記事 有無や本文異同が










ッしが、或雲客の、 「竹湘浦に斑なり」といふ朗詠をせられたりければ、此大納言立聞 て 「あなあさまし。是は禁忌とこそ承れ。かかる事きくともきかじ」とて、ぬきあししてにげ出でられぬ。たとへば此朗詠の心は、むかし堯の御門に二人の姫宮ま ま き。姉をば娥皇といひ、妹をば女英といふ。ともに舜
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斑なり」 の朗詠を詠じていると、 これを聞いた邦綱がこの朗詠を 「禁忌」 と理解し、聞かずにその場を去ったという記事である。ここでは「娥皇女英」説話が「禁忌」とされる点で、他に例を見ない。
 
 
































































































の故事は人々に感動をもたらし、広く知ら ている。中国の『梁史』元帝紀には「元帝筆有三品、 忠孝全者以金管書之、 行精粹者以銀管書之、 文辭華麗者以斑竹管書之」とある。即ち、斑竹で作った筆は文辞華麗な
文人を表彰する時に使われ、風雅の象
徴であった また 時代は降るが、 『紅楼夢』の中にも、娥皇・女英と斑竹の故事を借りて、女主人公の林黛玉が詩社で「瀟湘妃子」という「美號」を得たとする名場面もある。娥皇・女英と斑竹の説話が人々に好まれ 禁忌どころか、風雅 象徴して扱われていたことがわかる。
 
これに対して、日本では、斑竹を禁忌とみなした場合も見られる。例えば、 『続










































































































治承四年五節ハ、福原ニテソ被行ケル 中宮ノ御方ヘ殿上人多ク推参セラレタル中ニ、或人、 「竹斑湘浦、雲凝鼓瑟之跡」ト云朗詠ラセラレタリケレハ 此大納言立聞給テ、 「穴浅増ヤ。 是禁忌トコソ承レ。 カヽル事ハ聞トモキカシ」 トテ急罷出セレヌ。此詩ノ心ハ、昔堯御門、
二人ノ姫宮坐キ。姉ヲハ云娥皇、妹ヲ











































































の用例から見 と、邦綱の「さかざかし」については、賢いという意味で捉えるよりも、抜け目がなく、利巧であるという意味で捉えたほうが適切であろう。す わち、邦綱 知も結局のところ、伝統的な高位の貴族がもつ賢さ しては捉えられていないのである。
 
治承四年の五節で、ある殿上人が詠んだ「竹斑湘浦」の朗詠に対して、邦綱は状







































 小林保治編『唐物語全釈』 （笠間書院、一九九八年） 。
 
［六］
 神戸説話文学研究会編『続古事談注解』 （和泉書院、一九九四年） 。
 
［七］









［一 ］源健一郎「 〈堤婆〉と〈後戸〉――源平盛衰記の重衡・続」 （ 『埴生野』第二号
 二〇〇
三年） 。
 
［一二］早川厚一、佐伯真一、生形貴重校注『四部合戦状本平家物語全釈』 六（和泉書院、
二〇〇〇年） 。
 
［一三］佐藤謙三、春田宣編『屋代本平家物語』中巻（桜楓社、一九七〇年） 。
 
 
 ［一四］中村幸彦、岡見正雄、阪倉篤義『角川古語大辞典』第二巻（角川書店、一九八四年） 。
 
［一五］市古貞次校注『平家物語』上（小学館、一九九四年） 。
 
